出現物主語の「是…的」構文の叙述の焦点 by 陸 芸娜
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  a.是我请小王来的。         （=小王是我请来的(S1)） 
   b.是昨天请小王来的。       （=小王是昨天请来的） 
   c.我是昨天请小王来的。     （=小王是我昨天请来的） 

































































































































动作、自主、制作 二价 ＋ － ±成类 
认选
成事 
Vc 动作、自主、认选 二价 ＋ － ±出类 
获取
成事 
Vd1 动作、自主、获取 一价 － － ±到类 










－ ＋ ＋成 






－ ＋ ＋出类 
自成
成事 







































 砌墙（壁を立てる）                  
 印刷传单（ビラを印刷する）  
動詞のほかの格を補足すると、動作主（例えば、A建築会社）と
材料（例えば、レンガ）を言語形式化することができる。 
１―１ A 建筑公司（動作主）用砖（受け手） 砌墙（出現物） 
       A 建築会社        レンガを用いて    壁を立てる 
１―２ A公司（動作主）用纸、墨（受け手）印刷传单（出現物） 






                 平相      流相        異相            
動作主の行為                                                時間軸 
受け手の変化過程          始点           終点     













１―３ 墙是 A 建筑公司砌（成）的。     
    壁は A建築会社によって立てられた（のだ）。 
１―４ 传单是 A 公司印刷的。   









  是…動作主 A…的，不是…動作主 B…的   
１－５墙是 A 建筑公司砌的，不是 B公司砌的。 
   壁は A 建築会社によって立てられたのだ。B会社によって 
立てられたのではない。 
１－６传单是 A 公司印刷的，不是 B公司印刷的。   








  出現物 是谁（哪一方）+動詞……的？   
１－７Q：墙是哪家建筑公司砌的？ 
A：墙是 A 建筑公司砌的 
   Q:壁はどの建築会社が立てたの？ 
   A:壁は A建築会社が立てたのだ。 
１－８Q：传单是谁（哪儿）印刷的？ 



























































    労働者たちは責任者を選んだ。 
２－２ 职工们评选出了劳模。 
    職員たちは労働模範を選んだ。 
２－３ 他认了干妈。 
  彼は（ある人と義理の親子関係を結び）義理の母を持つようになった。 
２－４ 他交了个朋友。 




                 平相    流相        異相  
動作主の行為          始点           終点    時間軸 
受け手の変化過程        ……………………→  















        責任者は労働者によって選ばれた。 
２－５ 劳模是职工们评选的。 
    労働模範は職員らによって選ばれた。 
２－６ ？干妈是他认的。 
２－７ 干妈是他一厢情愿认的。 










         責任者は労働者によって選ばれたのだ。幹部らによって選ばれた
のではない。 
２－１１ 劳模是职工们评选的，不是上级评选的。 






































  出現物 是谁（哪一方）+動詞……的？   
 ２－１６ Q:负责人是谁推选的？ 
            A:负责人是工人们推选的。 
            Q:責任者は誰が選んだの？ 
      A:  責任者は労働者によって選ばれたのだ。 
２－１７ Q:劳模是谁评选的？ 
     A: 劳模是职工们评选的 
     Q:労働模範は誰が選んだの？ 























    彼はスキーで第一位を獲得した。 
３－２他考了100 分。 
   彼は試験で 100点を取った。 
   ３－３他卖了些零花钱。 












    彼はスキーで第一位を獲得した。 
３－５ 他（考试）考了 100 分。 
    彼は受験して 100 点を取った。 
３－６ 他（卖旧书）卖了些零花钱。 
    彼は古本を売って小遣いを稼いだ。 
その事象構造を下記のように表すことができる。 
                                                        
7陳（2002）は、この種類の出現物に関わる動詞をさらに一価の Vd1 と二価






      平相           流相      異相 
出現物の出現                   ★  
動作主の変化過程        ………………………経験者……→                     
動作主の行為       始点           終点     時間軸 





























   この第一位は彼がスキー大会に参加して獲得したのだ。 
３－８这 100 分是他（脚踏实地）考出来的 
   この 100点は彼が（地道な努力を通じて）受験して取ったのだ。 
３－９这些零花钱是他卖旧书卖来的。 












    この優勝は彼が（日々重ねてきた努力で）スキー大会で獲得し
たのだ。そう簡単に手に入るようなものではない。 
３－１２？100 分是他考的，不是我考的。 
３－１３ 这 100 分是他（下狠功夫脚踏实地）考出来的，不是作弊得来
的。 












































































   出現物 是……谁（哪一方）+動詞……的      







          A：滑第一名的是他。 
     Q:第一位を獲得したのは誰ですか？ 






          A：卖这些零花钱的是他。 
     Q:（～を売って）小遣いを稼いだのは誰ですか。 






   １位は（何の試合に参加し）どうやって獲得したの？ 
B: 这第一名是他滑雪滑来的 
   この第一位は彼がスキー大会に参加して獲得したのだ。 
３－２３A：这 100 分是怎么得来的？ 
   満点はどうやって取ったの？ 
B: 这 100 分是他（脚踏实地）考出来的 
   この 100点は彼が（地道な努力を通じて）受験して取ったのだ。 
 22
３－２４A：这些零花钱是怎么来的？ 
   これらのお小遣いはどうやって手に入ったの？ 
B: 这些零花钱是他卖旧书卖来的。 






















































   過程の命題型：GO(THING,PLACE) 
ただし（ⅰ）THING は[＋change in existential mode] 





























   ただし次の三つの条件をともに満たしていなければならない。 
  （ⅰ）X の項は表層主語の項か表層間接目的語の項であること（統
語論的条件） 
  （ⅱ）X の項は内在的意味役割が〈場所〉とりわけ〈位置〉〈着点〉
のいずれかであること（意味論的条件） 




HAVE(他 i，GO(100 分, ei)) 








































      平相            流相      異相 
出現物の出現                    ★  
変化主体の変化過程       始点              終点     時間軸 


































































































































       この子は意外と仕事で成果を挙げた。 
その事象構造を図式化すると、次のようになる。 
 
      平相           流相      異相 
出現物の出現               ★  
動作主の変化過程   ……………………経験者……→ 
動作主の行為      始点           終点    時間軸 














































   彼は走って、汗をかいた。 
５－６他想家想出病了。 






            平相          流相             異相 
随伴出現物の出現                    ★  
動作者の変化過程                    
動作者の行為       始点                 終点     時間軸 
















































     走って汗をかいたのは誰？ 
５－１６ 想家想出病的是谁？ 
     ホームシックで病気になったのは誰？ 








































































              平相    流相        異相 
動作主の行為     始点          終点     時間軸 
受け手の変化過程                









５－１９ 孩子手上这道红印子是他掐的。  
     子供の腕のあざは彼が絞めたのだ。    
５－２０ 塑料桶上的洞是弟弟踢的。 
     バスケの穴は弟が蹴ってできたのだ。 
さらには下記のリトマス形式で検証してみる。 
  是…A 動作主…的，不是…B 動作主…的   
５－２１ 孩子手上这道红印子是他掐的，不是我掐的。 
     子供の腕のあざは彼が絞めたのだ。私が絞めたのではない。 
５－２２ 塑料桶上的洞是弟弟踢的，不是我踢的。 






  随伴出現物② 是……谁……＋動詞……的   
５－２３ 孩子手上这道红印子是谁掐的？ 
         子供の腕のあざは誰が絞めたの？ 
５－２４塑料桶上的洞是谁踢的？ 











   是…A 由来…的，不是…B 由来…的    
５－２５  孩子手上这道红印子是他掐的，不是孩子自己摔倒的。 
子供の腕のあざは彼が絞めたのだ。転んでできたのではない。 
５－２６ 塑料桶上的洞是弟弟踢的，不是自然裂开的。 
        バスケの穴は弟が蹴ってできたのだ。自分で割れたのではない。 
 
   随伴出現物② 是……怎么回事？    
５－２７ Q: 孩子手上这道红印子是怎么回事？ 
         A: 孩子手上这道红印子是他掐的。 
         Q：子供の腕のあざはどうしたの？ 



























     彼はいいことをしている間に、トラブルを巻き起こした。 
５－３０ 这家银行贷款贷出了问题了。 
     この銀行はローンの貸付において、問題を引き起こした。 
その出来事の事象構造を下記のように図式化することができる。 
             平相        流相      異相   
 
動作者の行為     始点            終点 ★    時間軸 














             これらのトラブルは彼がいいことをしている間に巻き起
こしたのだ。 
５－３２ 这些问题是这家银行贷款贷出来的 




























  出現物 是……谁……＋動詞……的   
５－３９ 这些麻烦是谁惹出来的？ 
            これらのトラブルは誰が引き起こしたの？ 
    ５－４０ 这些问题是谁搞出来的？ 




      これらのトラブルはどのように起きたの？ 
     B：这些麻烦是他做好事做出来的 
      これらのトラブルは彼がいいことをしている間に巻き起
こしたのだ。 
５－４２ A：这些问题是怎么产生的？/怎么来的？ 
     これらの問題はどのように発生したの？ 
























          コップに一本のひびが走っている。 
６－２ 衣服上破了三个洞。 
          服に穴が三つ開いている。 
その出来事の事象構造を下記のように図式化することができる。 
 
             平相        流相      異相 
出現物の出現                  ★  
変化主体の変化過程 始点          終点      時間軸         






















  是……的，不是……的   
６－１１ 那道裂纹是杯子自然炸开的，不是人砸出来的。 































  出現物 是…什么（何）…動詞 的？   
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